
　
中
尊
寺
や
毛
越
寺
な
ど
5
つ
の
資
産
が
世
界

文
化
遺
産
に
登
録
さ
れ
て
か
ら
5
周
年
を
迎
え

る
今
年
、岩
手
県
平
泉
町
で
は
6
月
か
ら
11
月
ま

で
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
す
。3

月
末
の
北
海
道
新
幹
線
開
業
で
、北
東
北・北
海

道
エ
リ
ア
へ
の
注
目
が
集
ま
る
中
、「
平
泉
」も
改

め
て
存
在
感
を
増
す
こ
と
に
な
り
そ
う
で
す
。

「
世
界
遺
産
」
５
周
年
で
様
々
な
イ
ベ
ン
ト

　

平
泉
町
に
よ
る
と
、「
平
泉
」が
世
界
文
化

遺
産
に
登
録
さ
れ
た
翌
年
の
2
0
1
2
年
に

2
6
4
万
人
ま
で
増
加
し
た
観
光
入
込
客
数

は
、2
0
1
3
年
が
2
1
4
万
人
、2
0
1
4
年

が
2
0
0
万
人
、2
0
1
5
年
が
1
9
3
万
人

と
漸
減
傾
向
を
辿って
き
て
い
ま
す
。

　

平
泉
観
光
協
会
の
千
葉
繁
事
務
局
長
に
よ
る

と
、世
界
遺
産
登
録
後
に
入
込
客
数
が
減
少
す

る
の
は
、各
地
で
共
通
の〝
反
動
現
象
〞で
す
が
、

世
界
遺
産
登
録
か
ら
5
周
年
を
迎
え
る
今
年
、

「
反
転
上
昇
を
目
指
し
て
、積
極
的
な
誘
客
を

図
り
た
い
」（
千
葉
事
務
局
長
）考
え
で
す
。

　

6
月
に
中
尊
寺
秘
仏
御
開
帳
や
毛
越
寺
藤
原

三
代
画
像
特
別
公
開
展
な
ど
が
開
催
さ
れ
る
の

を
は
じ
め
、9
月
に
も
世
界
遺
産
登
録
5
周
年

記
念
式
典
と
平
泉
歌
舞
伎
、平
泉
町
町
制
施
行

60
周
年
記
念
式
典
が
集
中
す
る
な
ど
、様
々
な
イ

ベン
ト
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。3
月
末
に
は
北

海
道
新
幹
線
が
開
業
す
る
こ
と
か
ら
、北
海
道
民

に
よ
る
東
北
観
光
への
注
目
も
集
ま
り
、イ
ンバ
ウ

ン
ド
市
場
で
も
北
海
道・北
東
北
エ
リ
アへの
関
心

が
高
まって
い
る
よ
う
で
す
。

外
国
人
客
に
も
平
泉
文
化
の
理
解
を

　

平
泉
町
を
訪
れ
る
外
国
人
旅
行
者
数
は
、

2
0
1
3
年
の
9
6
0
6
人
か
ら
2
0
1
4

年
に
1
万
4
1
3
1
人（
前
年
比
47
・
1
％

増
）、2
0
1
5
年
に
は
2
万
1
2
1
4
人（
同

50・1
％
増
）へ
高
い
伸
び
を
維
持
し
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
外
国
人
旅
行
者
の
急
増
を
受
け
、

平
泉
観
光
協
会
で
は
今
年
4
月
か
ら
音
声
ガ
イ

ド
ペン
を
導
入
す
る
予
定
で
す
。ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク

に
専
用
の
ペ
ン
を
押
し
当
て
る
だ
け
で
外
国
語

の
解
説
が
聞
け
る
た
め
、「
外
国
人
旅
行
者
に
も

平
泉
文
化
への
理
解
を
深
め
て
も
ら
え
る
」（
千

葉
事
務
局
長
）と
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。音
声
ガ

イ
ド
ペ
ン
は
、日
本
語
の
ほ
か
、英
語
、韓
国
語
、

中
国
語
、ド
イ
ツ
語
、フ
ラ
ン
ス
語
、ス
ペ
イ
ン
語

の
7
カ
国
語
が
用
意
さ
れ
、中
尊
寺
と
J
R
平

泉
駅
前
の
観
光
案
内
所
、毛
越
寺
の
3
カ
所
で

3
0
0
本
が
レ
ン
タ
ル
さ
れ
る
予
定
で
す
。

　

平
泉
町
で
は
昨
年
7
月
か
ら
12
月
に
か
け

て
、東
日
本
大
震
災
後
に
減
少
し
た
教
育
旅
行

需
要
の
回
復
を
目
指
し
、北
海
道
か
ら
九
州
ま

で
14
都
道
府
県
を
回
る
キ
ャ
ラ
バ
ン
を
実
施
し

ま
し
た
。千
葉
事
務
局
長
は
、「
農
作
業
体
験
の

メ
ニュー
も
豊
富
で
、歴
史
や
文
化
を
学
ぶ
体
験

学
習
と
組
み
合
わ
せ
、平
泉
の
魅
力
を
発
信
し

た
い
」と
意
欲
を
示
し
て
い
ま
す
。

岩手県平泉町

天治元年（1124年）に上棟された
金色堂（中尊寺）は、全体が一つの美
術工芸品のようです

平泉への教育旅行を象徴する坐禅体験
（毛越寺）

紅葉を迎えた時期の遣水（毛越寺）

平泉の文化遺産の魅力を伝える平泉文化遺産
センター

浄土庭園の中心となる大泉が池
（毛越寺）

中尊寺創建当初の姿を今に伝える
金色堂の新覆堂

７
カ
国
語
対
応
の
音
声
ガ
イ
ド
ペ
ン
を
導
入

外
国
人
客
向
け
対
応
を
強
化
、教
育
旅
行
回
復
も
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